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はじめに 
 現在の私達の生活は｢モノ｣に囲まれ、依存しなが

ら生活している。｢モノ｣は当たり前のように存在し、

進化して私達の生活にゆとりを与えてくれる。その

中でも台所は多様な変化をし、生活には欠くことの

できない重要な場所である。住宅革命の一端を担っ

たステンレスの流し台(シンク)もその一つであり、

その技術的変遷をサンウエーブ工業株式会社の協

力を得て、実測調査を元に考察をしていこうとする

ものである。 

 

現在の流し台が生産されるまでの変遷 
 現在のサンウエーブ工業株式会社が設立された

のは昭和 29 年 11 月である。その前身は昭和 11 年

に設立の｢中外精工株式会社(大田区矢口町 732 番

地)｣まで遡ることができる。同社は当時、軍需品の

生産を行う鈑金工場であったが軍の大型冷蔵庫等

を下請とする｢菱和木工株式会社(東京都向島区(現

墨田区)吾嬬町5丁目50番地)｣と合併し台所メーカ

ーとなった。菱和工業は地方販路拡大のため、昭和

24年1月｢株式会社エービーシー(静岡県熱海市本町

457 番地)｣を買収し、商号を｢株式会社三喜｣と変更

した。昭和 27 年に三喜は中外精工と業務提携し、

経営統合で｢三中産業株式会社｣として、三菱電機産

業大船工場の下請業務を行うことになり、この下請

作業のおかげで昭和 29 年ステンレス薄板の溶接に

成功し、ハンダ付よりも生産性が良い、スチールキ

ャビネット等の製作が可能となったのである。 

昭和30年代に入り家庭に電化製品が普及し、いわ

ゆる「家庭電化時代」が訪れた。さらに都市への人

口集中が高まり大量の住宅供給が迫られたが、厨房

品も例外ではなかった。厨房品分野で成果を上げて

いた三中産業とその親会社である菱和工業はこれを

機に今後の発展を予想し、合併して経営の合理化を

図った。こうして「サンウエーブ工業株式会社」の

設立に至ったのである。サンウエーブはさらなる発

展をするため住宅公団の住宅に採用される量産型の

流し台の生産を目指し、複動油圧ポンプの導入、試

行錯誤の結果によって昭和31年9月に現在のような

ステンレス流し台の第1号が生産されたのである。 

このように、現在使用されている流し台が生産さ

れるまでには技術や努力の問題だけではなく、会社

の変遷も大きく関わっているということが言える。 

また技術変遷の要因となった会社の変遷、ステン

レスプレス成形をする「型」の修正の他に、流し台

の品質も影響を与えている。流し台の資材であるス

テンレスの質の向上も流し台の生産性や加工精度に

影響している。 

 

シンクの使い勝手･形状変化 
前項まで流し台が生産されるまでの変遷を述べ

た。ここからはサンウエーブ深谷製作所に展示され

ている、これまでに製作された流し台の実測調査(表

1参照)を考察する.流し台は昭和31年に生産された

試作品第 1 号から現在の主力製品に使用されている 

(13本)について実測した。資料番号は古い順である

が、詳しい年代はまだ未確定である。寸法は(図 1)

を参考にする。 

年代を追うごとに流し台のサイズは変化し、シン

クの深さについては、平成元年 4 月に登場した

FJ-110あたりから200㎜以上のものが出てきている。

（表1）。以後は200㎜以上をキープしている。シン

クの幅、奥行きについては変化があるものの、サイ

ズにバラつきがあった。流し台の形にも多様な変化

が見られ、FJ-110(図 2)という型の流し台は、他国
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では見られない｢異型シンク｣であった。日本特有の

モノの使い勝手を反映しており、図 2 のカタログ写

真のように、調理台を狭い流し台の方に後付という

こともできる。この流し台は、その後の日本のシス

テムキッチンの流れに多大な影響を与えることにな

る。 

 

 

図1，流し台の寸法位置 

 

 

図2，FJ-110シンク 

 

流し台の生産工程 
次に、流し台生産ライン(図3)について述べる。シ

ンクは巨大なプレス機を使い、型の切り抜き、絞り

工程 3 回、フランジ曲げ、排水口仮抜き、排水口正

抜きという段階を踏んで成形される。絞りとはプレ

ス機によりステンレスに圧縮、引張の力を計算して

力を加えてゆき、流し台を成型する方法である。精

度の高い型を求めるため、絞りの工程は 3 回に分け

られている。またステンレスのつなぎ目だが、生産

当初はカシメ方式によってジョイントされていたが

1974年にシーム溶接が導入され、次第にシーム溶接

に傾いていった。現在ではシーム溶接による製品が

ほとんである。 
時代を経るごとに消費者のニーズは多様化する。

それに対応させるために製品は改良されてきた。そ

れは時にFJ-110のような異形の製品を作り出し、新

たな展開を見せることにもつながっている。これら

の工程を経ることにより現在の流し台が作られてい

る。 

 

第 1 絞り 第 2 絞り 第 3 絞り

絞り工程 (3 回 )

排水口仮抜き

フランジ曲げ

排水口正抜き

排水口抜き・フランジ曲げ

 
図3，流し台生産ライン 

 

まとめ 
流し台の変遷は現在まで様々な条件のもとで変

化してきた。それは会社の変遷によるものが大きか

った。合併による技術の統合はシンクの発展に大き

な影響を与え、一つ一つの技術が会社の変遷を経て

習熟されることによって、次のステップへとたどり

着くことができた。このように技術統合は"モノ”

の発展に欠かせない要因であることが今回の調査

によって確認できた。 

 また資材等の発展により、製品そのものの質が向

上し、製品自体の大きな発展になっているというこ

とが言えるのではないであろうか。 

今回の調査では会社の歴史的変遷を辿りながら

の調査、実測だけであったので、以後は生産者から

の聞取り調査等を含んだ調査・研究計画を立てる必

要がある。 
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表1，実測データ 
資料番号 品番 生産期間 流し台接合方式 流し台タイプ

流し台幅 流し台奥行 流し台深さ
№1 試作品第１号 昭和31年9月20日 カシメ方式 住宅公団用 550 450 130
№2 A-1100 昭和30年代～昭和40年代 カシメ方式 未確定 660 450 162
№3 A-800-72 昭和39年3月 カシメ方式 未確定 410 350 165
№4 35シンク 未確定 カシメ方式 業務用 350 440 233
№5 40シンク 未確定 未確定 通常 400 400 185
№6 A-1200-67 昭和54年～現在 未確定 未確定 670 550 183
№7 FJ-110 未確定 未確定 異型 1050 ①410②490 200
№8 ラウンドシンク 未確定 未確定 ラウンド 525 460 未計測
№9 ＫＰ-80シンク 未確定 未確定 スタンドポケット 760 ①405②500 213
№10 ＱＰ-68 未確定 未確定 リフォーム向け 650 460 未計測
№11 ＡＣ-95シンク 未確定 未確定 マルチ 910 410 211
№12 BW-124 未確定 未確定 洗浄機付 750 415 213
№13 NW-80 未確定 未確定 リフォーム向け 775 420 202

寸法㎜
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